
産業立地集積形成と活性化を目指す
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
わ
が
国
の
産
業
は
震
災
後

の
生
産
の
立
て
直
し
、
急
激
な
円
高
と
電
力
不
安
、
加
え
て
欧
州
債
務
危
機
、
中

国
経
済
の
減
速
な
ど
の
世
界
経
済
の
影
響
も
受
け
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
影
響
の
中

で
工
場
の
統
廃
合
や
海
外
移
転
な
ど
、
厳
し
い
経
営
判
断
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
国
内
立
地
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
回
復
し
て
き
て
い
る
。
工
場
の
再
配

置
や
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
集
積
構
造
か
ら
付
加
価
値
構
造
へ
転
換
し

つ
つ
あ
り
、
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
新
技
術
開
発
に
よ
り
国
際
競
争
力
の
強

化
を
図
っ
て
き
て
い
る
。
付
加
型
産
業
の
立
地
集
積
に
は
大
学
連
携
、
民
民
連
携

で
産
業
人
材
を
育
成
し
て
、
こ
こ
で
し
か
生
産
で
き
な
い
「
こ
れ
し
か
ど
こ
ろ
」

を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の
産
業
立
地
動
向

東
日
本
大
震
災
後
の
産
業
立
地
国
内
立
地
動
向
と
今
後
の
成
長
産
業
財
団
法
人
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
増
　
秀
博

次
世
代
自
動
車
と
航
空
機
産
業
に
期
待

新
成
長
は
グ
リ
ー
ン
産
業
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ３月１３日 火曜日 　　

出所：経済産業省ＨＰより作成

　
震
災
以
降
の
わ
が
国
の
産

業
は
急
激
な
円
高
、
高
い
法

人
税
、
自
由
貿
易
協
定

Ｆ

Ｔ
Ａ

の
遅
れ
、
雇
用
形
態

の
変
化
、
環
境
規
制
に
よ
る

生
産
体
制
の
見
直
し
、
電
力

の
安
定
供
給
の
不
安
の
「
モ

ノ
づ
く
り
」
の
６
重
苦
に
苦

し
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
リ

ス
ク
分
散
を
含
め
生
産
設
備

を
海
外
移
管
す
る
企
業
が
増

え
て
い
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

は
兵
庫
県
尼
崎
市
の
プ
ラ
ズ

マ
テ
レ
ビ
用
パ
ネ
ル
の
第

１
、
３
工
場
を
今
年
度
中
に

停
止
す
る
。
も
と
も
と
第
１

工
場
は
プ
ラ
ズ
マ
生
産
を
中

国
に
移
し
、
そ
こ
で
太
陽
電

池
の
生
産
を
行
う
予
定
だ
っ

た
が
、
そ
の
計
画
は
撤
回
さ

れ
、
太
陽
電
池
は
マ
レ
ー
シ

ア
で
４
５
０
億
円
を
投
資
し

て
最
新
鋭
の
新
工
場
で
生
産

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
鹿
児
島

県
日
置
市
の

年
続
い
た
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
半
導
体
工
場

は
２
年
後
を
め
ど
に
閉
鎖
し

富
山
県
の
工
場
に
統
廃
合
す

る
。
厳
し
い
国
際
競
争
の
中

で
多
く
の
企
業
が
国
内
生
産

か
海
外
生
産
か
で
苦
悩
し
て

い
る
。
た
だ
、
企
業
は
生
き

物
で
あ
り
、
生
産
形
態
や
生

産
内
容
が
急
速
に
変
わ
る
こ

と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
震
災
後
の
産
業
経
済

の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
製
造

業
は
、
価
値
を
生
ま
な
い
工

場
を
統
廃
合
し
て
、
国
内
外

の
最
新
鋭
工
場
へ
集
約
す
る

動
き
は
今
後
も
続
く
。

　　　　　
経
済
産
業
省
は
震
災
後
の

製
造
業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
と
成
長

産
業
の
支
援
に
２
４
５
件

う
ち
中
小
企
業

件

、

補
助
金
総
額
は
約
２
０
２
３

億
円
の
交
付
を
決
定
し
た
。

　
業
種
別
の
採
択
状
況
で
は

自
動
車
部
品
が
最
も
多
く
全

体
の
約

％
、
エ
コ
カ
ー
関

連
部
品
が
主
で
あ
る
。
自
動

車
関
連
産
業
は
震
災
に
よ
っ

て
キ
ー
デ
バ
イ
ス
の
工
場
が

被
災
し
生
産
活
動
が
停
止
し

た
こ
と
か
ら
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
再
構
築
や
工
場
再

編
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
を
目

指
し
た
動
き
と
な
っ
て
い

る
。

　
中
で
も
、
注
目
さ
れ
る
の

は
航
空
機
部
品
関
連
が
９
件

採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
航
空
機
産
業
は
部
品
調

達
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展

し
、
多
く
の
日
本
企
業
が
製

造
を
担
当
し
て
い
る
。
米
ボ

ー
イ
ン
グ
の
Ｂ
７
８
７
が
増

産
体
制
に
入
っ
て
い
る
ほ

か
、
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・

ジ
ェ
ッ
ト
の
生
産
開
始
、
防

衛
省
と
三
菱
重
工
業
が
開
発

を
進
め
る
先
進
技
術
実
証
機

の
機
体
製
造
な
ど
に
よ
り
、

部
品
生
産
発
注
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
そ
の
動
き
に
呼
応

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
航
空
機
部
品
は
今
後
、
大

き
な
市
場
が
形
成
さ
れ
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、
国
内
各

地
域
で
は
航
空
機
産
業
へ
の

参
入
に
向
け
た
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
航

空
機
産
業
が
国
際
競
争
力
を

付
け
、
航
空
機
部
品
市
場
の

シ
ェ
ア
獲
得
に
よ
っ
て
、
次

世
代
の
中
核
産
業
に
発
展
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　　　　　
新
た
な
成
長
産
業
と
し
て

は
グ
リ
ー
ン
産
業
と
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
ヘ
ル
ス
ケ

ア
分
野
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特

に
グ
リ
ー
ン
産
業
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
自
動
車
産

業
は
電
気
自
動
車

Ｅ

Ｖ

、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
の
内

燃
機
関
か
ら
モ
ー
タ
ー
と
電

池
の
動
力
源
と
し
た
Ｅ
Ｖ
は

電
池
関
係
、
電
子
制
御
関
係

な
ど
の
自
動
車
部
品
産
業
の

新
た
な
展
開
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
特
に
電
池
関
係
で
は

高
性
能
な
バ
ッ
テ
リ
ー
生
産

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国
内

外
の
メ
ー
カ
ー
が
開
発
・
生

産
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
後
の
電

力
供
給
不
安
か
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
を
集

め
、
今
年
７
月
か
ら
始
ま
る

買
取
法
案
に
よ
り
太
陽
光
、

風
力
な
ど
の
投
資
が
増
加
し

て
い
る
。
中
で
も
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
心
に
位
置

付
け
ら
れ
る
太
陽
光
発
電
の

生
産
は
、
被
災
地
で
あ
る
宮

城
県
仙
台
北
部
に
大
型
パ
ネ

ル
工
場
の
立
地
が
決
ま
っ
た

ほ
か
、
新
た
に
カ
ナ
ダ
の
ソ

ー
ラ
ー
企
業
の
立
地
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
ビ

ル
や
家
庭
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一

括
管
理
す
る
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム

Ｅ
Ｍ
Ｓ

な
ど
の
省
エ
ネ
シ
ス

テ
ム
も
成
長
が
見
込

め
る
分
野
で
あ
る
。

今
後
、環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
も
脱
原
発

と
い
う
大
き
な
う
ね

り
の
中
で
「
創
エ

ネ
」
「
畜
エ
ネ
」

「
省
エ
ネ
」
技
術
が

進
化
し
て
い
く
。


